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＜病棟連絡事項＞
・青森県8月のデルタ株感染割合57％。デルタ株「青森など3市で市中感染」。

・病床管理者変更の連絡です。
8月18日（水）藤原⇒成田JGM（藤原の勤務は公休のため）
WIZ当番表は変更済みです。

＜患者様連絡事項＞
・小笠原　笑子様～臨時薬はニトラゼパム錠10mg中止、他同内容で8日分処方(元は三戸HPより処方の持参薬。処方した薬局側で錠剤数を確認する為に薬包1つ1つに同じ薬が入っていたもの4種。ニトラゼパム錠、ルネスタ錠、バルプロ酸Na錠、ベポタスチンOD錠。臨時薬へ処方切り替えとなった為、上記4種の持参分は破棄とする)。

・川村　允子様～本人より胃痛時の頓服薬処方希望あり。主治医へ報告にて胃痛時レバミピド(100)1Tの指示が追加となり、同薬10回分処方となる。又、本日予定していたケアマネ・夫様との面会であるが、感染対策の為に延期とし、夫様・ケアマネへ担当スタッフより連絡し、了承を得ている。PSWにも連絡済み。

・飯田　修子様～不穏・興奮時リスパダール内用液(2)1Pの残数少ない。主治医へ報告し、同薬20回分処方となる。

・前田　忠弘様～臨時薬本日分迄で処方切れあり。主治医不在の為、田名部Dr.へ報告し、同内容で2日分処方(8/18、8/19分)。

・牧　奈津美様～日勤帯で2回不安時ペロスピロン4mg　1錠を内服しているが、本人より不安時薬を内服しても落ち着かないとの訴えが聞かれている。田名部Dr.へ情報提供し、本日夕～　ビペリデン塩酸塩錠1mg　1錠　1×夕食後と明日の朝食後分の処方を頂いている。

・宮崎　宏之様～8/13(金)準夜帯にて痙攣発作あり。当直医であった田名部Dr.指示にてゾテピン200mg→100mgへ減量となっていたが、本日薬局より上がってきた臨時薬内のゾテピンの量が減薬となっていないのを発見(馬渡Dr.より8/10診察時に2週間分処方となっていた為)。薬局へ上記説明・相談の上で田名部Dr.より8/18～の分を処方しなおしてもらうようにとの事で、田名部Dr.へ処方変更依頼して了承を得ている。

・中山　真由美様～昼食下膳時に残飯入れを巻き込んで転倒する事あり。右頚部に内出血、右膝に擦過傷あり。主治医不在の時間帯であった為、田名部Dr.へ報告し、経過観察とし、ハップスター2袋処方となる。その後、主治医来棟された為、転倒の件について改めて報告。最近の様子として歩行状態の不安定さ見られていた事から主治医より本日分より臨時薬内のレボトミンを全て中止とし、8/19分からの臨時薬を14日分処方(本日夕分からのレボトミンは薬局へ依頼し全て除剤済み。)。又、不穏・興奮時のIFオーダーのレボトミン(5)2Tも中止とし、不眠時ルネスタ(2)1Tを指示に追加、同薬5回分処方となる。

・橋本　茂様～排便-7日目。田名部Dr.へ報告し、グリセリン浣腸60ml　1本処方・施行の指示あり。

・藤井　崇史様～臨時薬のオランザピンOD錠5mg本日分で処方切れあり。主治医へ報告し同薬は飲み切りで中止とし、定期薬へ他処方薬を追加検討していく予定となる。

・青木　昭弘様～臨時薬はレボトミン錠50mg→75mgへ増量、他同内容で7日分処方。

・城前　実様～臨時薬同内容で7日分処方。

・小笠原　久年様～臨時薬同内容で7日分処方。

・若沢　理子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・清水　志野様～臨時薬はコントミン糖衣錠50mg→75mgへ増量、他同内容で7日分処方。

・丹内　栄子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・久保　與介様～臨時薬はアリピプラゾールOD錠24mg→12mg、バルプロ酸Na徐放A錠800mg→600mgへそれぞれ減量、フルメジン糖衣錠2mg→3mg、炭酸リチウム錠200mg→600mgへそれぞれ増量、他同内容で7日分処方。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他室侵入・他患者様の私物弄り等の迷惑行為あり予定より早くに開放観察終了している。自傷行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
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・飯田　修子様～終日隔離中。易刺激性亢進・情動不穏著明。被害妄想に関する内容の訴えも活発に聞かれる。不穏・興奮著しい事から9:25リスペリドン内用液(2)1P与薬。以降も情動不安定でありスタッフ含め他者へ敵意・攻撃性向けている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～終日隔離中。10:00～16:00開放観察実施。開放観察中も臥床し過ごされている。活気無く、強い眠気を訴えている。粗暴性・攻撃性を呈する事は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・赤坂　キミ様～訴えや気分変動無し。対面時も穏やかであり、落ち着いて過ごされている。

・田端　香織様～頻回に来詰しては飲水要求や確認行為を繰り返す。都度訴え傾聴・説明・対応にて落ち着く事は出来ている。架電要求あり、対応前には「何かして欲しかった事、ありましたか?」とスタッフより問うと「寒いです。このズボン短いから。」と訴える。現在、母様の希望おあり、衣類は全て自己管理としているが、衣類は自室床に散乱しており、整理が出来ていない。本人と共に、長ズボンを探し出し、更衣して頂いた後、電話ボックスに誘導している。

